
　

同
市
長
選
は
平
成
10
年
以

来
、
選
挙
の
た
び
に
市
長
が

代
わ
っ
て
お
り
、
現
職
候
補

の
再
選
は
平
成
９
年
に
３
選

を
果
た
し
た
、
故
・
清
水
行

雄
元
市
長
以
来
14
年
ぶ
り
。

　

当
日
有
権
者
数
は
39
万
４

８
６
５
人
。
投
票
率
は
48
・

41
％
で
、前
回（
42
・
06
％
）を

６
・
35
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

現
職
再
選
は
14
年
ぶ
り

　

10
月
４
日
、
市
役
所
本
庁

舎
前
に
た
く
さ
ん
の
支
持
者

や
職
員
に
出
迎
え
ら
れ
、
野

田
市
長
が
初
登
庁
。
大
き
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
野
田
市

長
は
終
始
笑
顔
で
、
支
持
者

か
ら
大
き
な
花
束
を
受
け
庁

舎
に
入
っ
た
。（
写
真
）

　

野
田
市
長
は
職
員
や
支
持

者
を
前
に
「
市
職
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
厳
し

い
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
こ

の
先
に
あ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
『
東
大
阪
は
い
い

ま
ち
だ
』
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
と
も
に
汗
を
流

し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

い
っ
し
ょ
に
進
め
て
い
き
た

い
。
こ
の
選
挙
戦
で
い
た
だ

　

今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た

世
界
水
泳
選
手
権
に
お
い
て

２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
銀
メ
ダ

ル
、
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
銅

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
入
江
陵

介
選
手
に
市
民
の
栄
誉
を
讃

え
る
市
長
賞
詞
が
贈
ら
れ
た
。

　

入
江
選
手
は
近
畿
大
学
４

年
生
で
、
大
学
に
通
い
な
が

ら
国
内
外
の
数
々
の
大
会
に

出
場
し
、
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
て
い
る
。

　

野
田
市
長
は
「
入
江
選
手

の
活
躍
は
市
民
に
深
い
感
動

と
夢
を
与
え
て
く
れ
ま
し

い
た
激
励
、
ご
意
見
な
ど
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
そ

の
期
待
に
応
え
る
市
政
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
着
実
に
実
行
、

推
進
し
て
い
く
」
と
２
期
目

の
抱
負
を
力
強
く
語
っ
て
い

た
。

　

東
大
阪
市
善
根
寺
町
６
の

善
根
寺
春
日
神
社
（
高
松
佑ゆ

う

吉き
ち

宮
司
）で
１
日
、氏
子
た
ち

に
よ
る
お
神
酒
造
り
が
行
わ

れ
た（
写
真
）。
こ
の
お
神
酒

は
15
日
に
同
神
社
で
行
わ
れ

る
秋
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
。

　

同
神
社
の
祭
神
の
ひ
と
つ
、

天あ
ま
の
こ
や
ね
の
み
こ
と

児
屋
根
命
が
同
神
社
に
立

ち
寄
っ
た
際
、
村
人
ら
が
新

米
で
酒
を
造
り
、
も
て
な
し

た
の
が
お
神
酒
造
り
の
は
じ

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
河

内
平
野
の
秋
の
収
穫
に
感
謝

す
る
伝
統
行
事
と
し
て
受
け

継
が
れ
、
近
年
で
は
そ
の
年

に
還
暦
を
迎
え
た
「
宮
座
」

と
呼
ば
れ
る
氏
子
が
お
神
酒

く
る
同
神
社
敬
神
会
（
築つ

き

山や
ま

廣ひ
ろ
じ次
会
長
、
会
員
数
約
３
０

０
人
）や
、宮
座
Ｏ
Ｂ
ら
の
協

力
で
お
神
酒
造
り
を
行
っ
た
。

　

午
前
６
時
か
ら
氏
子
た
ち

が
神
社
に
集
ま
り
、
お
神
酒

造
り
の
仕
込
み
を
開
始
。

　

お
神
酒
造
り
に
は
奈
良
か

ら
取
り
寄
せ
た
酒
米
１
６
０

㎏
を
使
用
し
、
一
晩
寝
か
せ

た
酒
米
を
朝
一
番
に
氏
子
た

ち
が
次
々
蒸
し
あ
げ
、
冷
ま

し
て
米
粒
が
ば
ら
ば
ら
に
な

る
よ
う
に
ほ
ぐ
す
。
市
の
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
同
神
社
の
造
酒
斎
殿
に
置

か
れ
た
２
つ
の
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
酒
樽
（
直
径
約
１
ｍ
、

深
さ
約
１
・
４
ｍ
と
直
径
約

０
・
７
ｍ
、深
さ
約
０
・
８
ｍ
）

に
、
同
神
社
か
ら
東
へ
約
２

㎞
の
生
駒
山
中
に
あ
る
「
龍た

つ

の
口
」
で
く
ん
だ
水
と
こ
う

じ
を
入
れ
て
お
き
、
そ
こ
へ

東
大
阪
市
長
に
野
田
氏

東
大
阪
市
長
に
野
田
氏

　

２
日
に
投
開
票
さ
れ
た
東
大
阪
市
長
選
で
、
再
選

を
果
た
し
た
無
所
属
で
現
職
の
野
田
義
和
氏（
54
）＝

民
主
、
自
民
、
公
明
推
薦
。
返
り
咲
き
を
目
指
し
た

無
所
属
の
元
市
長
の
長
尾
淳
三
氏（
59
）＝
共
産
推
薦
、

新
社
会
支
持
＝
ら
３
人
を
破
っ
た
。

■東大阪市長選
86744
57353
37706
4550

野田 義和
長尾 淳三
西野 　茂
美馬 幸則

野田 義和

無現

無元

無新

無新

市長・府市長会副会長（市議
会議長・参院議員秘書）
東大阪市小阪・花園高

民自公

共

国

当

の だ よし かず

54 ❷

　

市
議
選
も
新
議
員
42
人
の

顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ
た
。
内
訳

は
前
職
34
人
（
選
挙
期
間
中

の
９
月
30
日
に
任
期
満
了
）、

新
顔
８
人
。
党
派
別
で
は
公

明
12
人
、
共
産
９
人
、
自
民

６
人
、
民
主
２
人
、
諸
派
１

人
、
無
所
属
12
人
だ
っ
た
。

新
市
議
会
議
員

42
人
も
決
ま
る

た
」
と
市
長
賞
詞
と
記
念
品

を
贈
呈（
写
真
）。
入
江
選
手

は
「
水
泳
の
一
番
の
楽
し
さ

は
大
会
で
勝
つ
こ
と
や
自
己

入江陵介選手に
市長賞詞を贈呈

水
泳

大野　一博
西村　潤也
米田　英教
藤本　卓司
野田　彰子
広岡賀代子
吉田　聖子
上野　欽示
松尾　　武
冨山　勝成
菱田　英継
平田　正造
安田　秀夫
秋月　秀夫
樽本　丞史
飯田　芳春
松川　啓子
嶋倉久美子
山崎　毅海
江越　正一
上原　賢作
田口　義明
長岡　嘉一
川光　英士
西田　和彦
岡　修一郎
浜　　正幸
木村　芳浩

鳥居善太郎
浅野　耕世
横山　純児
藤木　光裕
右近　徳博
内海　公仁
鳴戸　鉄哉
天野　高夫
浅川　健造
河野　啓一
三輪　秀一
塩田　清人
江田　輝樹
寺田　広昭
福田　　潔
松平　　要
中西　進泰
沢井　敬昌
笹谷　勇介
松井　保博
沢井　和史
阪口　克己
東野　勝紀
堂村慎太郎
川口　泰弘
木村　正治
中原　健氏
門口　里織
東畠　俊之
藤田　　悟
伊藤　昌林

5807
5501
5313
4724
4587
4416
4229
4136
4103
4041
4026
3945
3913
3886
3786
3774
3773
3751
3673
3629
3621
3620
3614
3585
3576
3569
3505
3480

3469
3456
3315
3301
3216
3208
3174
3157
3131
3126
3105
3042
3012
2968
2818
2796
2600
2498
2488
2467
2040
1821
1582
1544
1466
1371
1235
759
219
216
166

67
31
43
61
54
55
55
60
48
46
51
61
51
61
43
61
49
56
52
57
46
61
42
58
54
37
59
38

56
32
58
54
38
55
58
65
68
64
56
55
57
61
43
53
59
57
47
53
34
50
52
64
28
38
31
40
46
45
42

自前
無新
諸新
自前
無新
公前
公新
無前
公前
無前
公前
公前
公新
共前
自前
無前
公新
共前
公前
公前
共前
自前
共前
公前
公前
自前
共前
無新

無前
共前
無前
自前
無新
共前
民前
無前
無前
無前
共前
共前
公前
民前
み新
無前
無前
無新
民前
自前
民新
無元
無新
諸新
諸新
民前
無新
無新
無新
無新
無新

⑥
①
①
⑨
①
③
①
⑥
③
④
④
⑤
①
④
②
⑥
①
③
④
④
③
④
⑤
⑤
④
③
④
①

③
②
⑦
⑤
①
⑤
⑥
③
⑦
③
②
③
③
⑥
次

（定数42 ― 候補者数59）
東大阪市議選開票結果

　

市
役
所
の
課
長
職
以
上
の

職
員
を
対
象
に
し
た
防
災
訓

練
が
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
で

実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
市
の
全
部

局
の
課
長
職
以
上
の
職
員
が
、

た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
た
。

　

訓
練
で
は
、
緊
急
招
集
の

連
絡
を
受
け
た
全
部
局
の
職

員
が
市
役
所
に
集
ま
り
、
野

田
義
和
市
長
を
本
部
長
と
す

る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

市
内
の
被
害
状
況
の
報
告
や

市
民
生
活
に
密
接
し
た
12
部

局
の
職
員
が
被
害
調
査
を
行

う
伝
達
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、

被
害
現
場
か
ら
無
線
連
絡
が

あ
っ
た
内
容
に
対
し
て
の
指

示
・
命
令
訓
練
な
ど
、本
番
さ

な
が
ら
に
訓
練
が
実
施
さ
れ

た
。（
写
真
）

　

最
後
に
訓
練
の
講
評
と
し

て
、
本
部
長
の
野
田
市
長
は

「
部
局
ご
と
の
連
絡
系
統
の

流
れ
、
役
割
を
認
識
し
、
全

職
員
が
対
応
で
き
る
よ
う
指

導
し
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加

し
た
課
長
職
以
上
の
職
員
に

指
示
を
出
し
て
い
た
。

平成23年　東大阪市職員防災訓練
災害発生時の即応体制の確保を―

野
田
市
長
が
２
期
目
の
初
登
庁

ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
と
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
重

ね
て
タ
イ
ム
を
あ
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

森
本
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

こ
の
ほ
ど
平
成
22
年
１
月
29

日
か
ら
平
成
23
年
７
月
20
日

ま
で
の
間
、
29
人
の
３
歳
未

満
の
小
児
に
対
し
、
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
の
過
量
接
種
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
３
歳
未
満
へ
の
接
種
量

は
０
・
25
㎖
だ
が
、
誤
っ
て

３
歳
以
上
と
同
じ
０
・
５
㎖

を
接
種
し
た
。

　

９
月
９
日
か
ら
過
量
接
種

が
行
わ
れ
た
29
人
の
児
の
保

護
者
に
健
康
調
査
や
状
況
説

明
を
開
始
し
た
。
９
月
14
日

現
在
26
人
へ
の
連
絡
が
完
了

し
て
い
る
。
健
康
被
害
に
つ

い
て
の
聞
き
取
り
で
は
、
１

人
、
３
日
間
発
熱
を
き
た
し

た
（
因
果
関
係
は
不
明
）
以

外
は
健
康
被
害
を
申
し
出
る

保
護
者
は
い
な
か
っ
た
。
現

在
、
把
握
し
て
い
る
小
児
の

健
康
状
態
に
異
常
は
な
い
。

　

３
歳
未
満
の
接
種
量
が
０

・
25
㎖
で
あ
る
こ
と
を
医
療

従
事
者
が
確
認
し
て
い
な
か

っ
た
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
の
相
談

窓
口
を
開
い
て
い
る
。

　

再
発
防
止
の
た
め
に
、
実

施
日
に
毎
回
、
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
・
接
種
量
を
複
数
の
人

間
が
確
認
す
る
こ
と
を
再
度

徹
底
す
る
。

　

29
人
の
健
康
観
察
を
継
続

し
て
行
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
上
記
内
容
、
及
び
Ｑ
＆
Ａ

を
掲
載
す
る
予
定
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
過
量
接
種

森
本
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク

善
根
寺
春
日
神
社
で

長
寿
を
祝
う 

お
神
酒
造
り
東大阪

災
害
発
生
時
に
即
応
で
き
る

体
制
を
確
保
す
る
た
め
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
訓
練
は
大

型
の
台
風
が
近
畿
地
方
に
接

近
し
、午
前
３
時
に
大
雨
・
洪

水
・
暴
風
警
報
が
発
表
さ
れ

冷
ま
し
た
酒
米
を
入
れ
て
仕

込
み
を
す
る
。
こ
の
後
13
日

ま
で
の
朝
晩
２
回
、
13
日
間

に
わ
た
っ
て
今
年
の
宮
座
が

長
さ
約
２
ｍ
の
カ
イ
で
か
き

混
ぜ
、
完
成
さ
せ
た
。

　

15
日
の
秋
祭
り
に
は
、
約

５
０
０
ℓ
の
お
神
酒
が
出
来

上
が
り
、
神
前
に
供
え
て
還

暦
を
迎
え
た
宮
座
を
祝
う
神

事
の
あ
と
、
参
拝
者
に
ふ
る

ま
わ
れ
る
。

造
り
を
行
う
こ
と
か
ら
、
長

寿
を
祝
う
行
事
と
も
な
っ
て

い
る
。

　

今
年
は
善
根
寺
町
５
の
北

田
輝
雄
さ
ん（
60
）ら
３
人
が

宮
座
と
な
り
、
氏
子
ら
で
つ



　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
西
ジ
ャ
ズ

協
会
会
員
で
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ

リ
ス
ト
の
椿
彩
綺
さ
ん
が
、

サ
ウ
ン
ド
ラ
ウ
ン
ジ
「
オ
マ

ー
ラ
」
を
９
月
29
日
開
店
し

た
。
近
鉄
布
施
駅
か
ら
徒
歩

約
３
分
の
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ッ
ト

ビ
ル
４
階
（
東
大
阪
市
足
代

新
町
３

−

12
）。
店
名
の
由

来
は
、
椿
さ
ん
が
愛
し
て
や

ま
な
い
キ
ュ
ー
バ
の
70
歳
現

役
歌
手
、
オ
マ
ー
ラ
・
ポ
ル

め
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
無
償
医

療
活
動
を
す
る
ジ
ャ
パ
ン
ハ

ー
ト
代
表
の
医
師
、
吉
岡
秀

人
さ
ん
の
支
援
を
目
的
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
が
、
３
月
11
日
に
東

日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
た

め
、
吉
岡
さ
ん
と
相
談
し
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
に
切

り
替
え
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ブ
は
歌
手
で
タ
レ
ン
ト

の
久
本
朋
子
さ
ん
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
枝
並
千
花
さ

ん
が
駆
け
付
け
た
。
椿
さ
ん

自
身
も
熱
唱
。
イ
ベ
ン
ト
は

成
功
し
、
２
１
６
万
０
８
１

４
円（
収
益
金
の
全
額
）を
寄

付
し
た
。

　

来
年
４
月
１
日
、
同
じ
会

場
に
吉
岡
さ
ん
を
招
い
て
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
＆
講
演

を
行
う
。
今
か
ら
準
備
を
進

め
て
い
る
。
主
催
は
エ
ン
ジ

ェ
ル
布
施
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ク

ラ
ブ
（
野
中
み
や
こ
代
表
）。

問
い
合
わ
せ
は
オ
マ
ー
ラ

（
☎
０
６―

６
７
８
９―

８
６

３
６
）へ
。

　

近
鉄
奈
良
線
河
内
小
阪
駅

の
改
札
口
を
出
る
と
、
そ
こ

は
ラ
イ
ブ
会
場
。

　

９
月
18
日
、
昨
日
ま
で
の

雨
が
一
転
晴
れ
上
が
り
、
ま

さ
に
ジ
ャ
ズ
日
和
。
よ
ほ
ど

関
係
者
の
心
が
け
が
よ
い
の

だ
ろ
う
。

　

２
０
０
９
年
に
小
阪
商
店

連
合
会
主
催
に
よ
り
「
東
大

阪
こ
さ
か
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー

ト
」
の
幕
が
あ
け
た
。
第
１

回
は
わ
ず
か
５
会
場
の
規
模

で
ス
タ
ー
ト
。

　

今
年
で
第
３
回
を
数
え
る

が
、
主
催
８
会
場
、
協
賛
６

会
場
を
ラ
イ
ブ
の
舞
台
と
し

て
い
る
。
午
前
11
時
ス
タ
ー 胡蝶蘭に囲まれる椿彩綺さん（オマーラで）

老
弁
護
士
の
散

弁
護
士　

忠
海
弘
一

老
弁
護
士
の
散
歩
道
【　

】
８

天
平
の
祈
り

天
平
の
祈
り

　

こ
の
春
は
３
月
11
日
の
東
日
本
大
災
害
か
ら
始
ま
っ
た
。

私
は
１
週
前
の
３
月
３
日
に
は
１
年
ぶ
り
に
上
京
し
て
い

た
。
長
引
く
不
況
と
は
い
え
東
京
は
活
気
に
満
ち
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
１
週
間
後
に
大
災
害
で
あ
る
。
都
知
事
は
天

罰
論
を
口
走
り
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
た
。
関
東
大
震
災
の
時

の
菊
池
寛
ら
の
天て

ん
け
ん
ろ
ん

譴
論
か
ら
思
い
付
い
た
と
想
像
す
る
が
、

時
期
が
悪
い
の
で
弁
明
す
る
羽
目
に
な
っ
た
。 

　

東
日
本
に
は
縁
者
親
戚
も
な
い
の
で
申
し
訳
が
な
い
が
深

刻
に
は
感
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
沈
黙
し
て
も
っ
ぱ
ら
原

子
力
関
係
の
本
を
読
み
あ
さ
り
勉
強
し
て
い
た
。
し
か
し
、

９
月
に
は
、
台
風
15
号
の
大
雨
に
よ
る
紀
伊
半
島
豪
雨
で
近

く
ま
で
災
害
が
迫
っ
て
き
た
。
役
場
で
災
害
対
策
の
指
揮
を

し
て
い
た
那
智
勝
浦
町
長
の
自
宅
の
妻
子
死
去
は
人
々
の
涙

を
誘
っ
た
。
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー
の
姿
勢
と
し
て
称
賛
さ
れ

る
に
し
て
は
悲
し
過
ぎ
る
。

　

不
肖
老
身
も
眠
り
か
ら
覚
め
て
国
難
退
散
の
祈
願
を
す
る

こ
と
に
し
た
。
行
き
着
く
先
は
奈
良
の
大
仏
殿
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
仏
は
河
内
に
縁
が
深
い
の
で
あ
る
。
大
仏
を
造
ら
れ

聖
武
天
皇
は
お
よ
そ
１
２
０
０
前
の
10
月
15
日
に
「
大
仏
造

立
の
詔

み
こ
と
の
り」
を
発
せ
ら
れ
て
「
万
代
の
福
業
を
お
さ
め
て
動

植
物
こ
と
ご
と
く
栄
え
る
世
の
中
に
し
た
い
」
と
の
た
ま
わ

れ
た
。
天
皇
は
天
平
12
年（
７
４
０
年
）河
内
の
知
識
寺（
柏

原
市
太
平
寺
付
近
に
あ
っ
た
）
に
行
幸
し
て
河
内
大
仏
と
い

わ
れ
た
盧
遮
那
仏
の
お
姿
に
感
じ
ら
れ
て
、
奈
良
に
も
大
仏

の
造
像
す
る
こ
と
を
発
願
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

近
頃
は
奈
良
大
仏
の
前
で
国
家
安
全
を
祈
願
の
縁
で
あ
る

か
と
思
い
な
が
ら
、
平
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ト
ゥ
オ
ン
ド
か
ら
。
店
内
は
、

歌
と
お
酒
で
ゆ
っ
く
り
寛
げ

る
落
ち
着
い
た
ム
ー
ド
。
月

２
回
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
予

定
し
て
い
る
。

　

開
店
前
の
７
月
３
日
、
椿

さ
ん
は
友
人
ら
と
一
緒
に
東

日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ラ
イ
ブ
＆
吉
岡
秀
人
大

阪
講
演
を
東
大
阪
市
民
会
館

市
民
ホ
ー
ル
（
東
大
阪
市
永

和
２
）
で
開
催
し
た
。
は
じ

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の 

椿
彩
綺
さ
ん

ト
の
河
内
小
阪
駅
前
ス
テ
ー

ジ
に
始
ま
り
、
八
戸
ノ
里
駅

近
く
の
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
終

演
の
午
後
11
時
ま
で
ジ
ャ
ズ

三
昧
の
12
時
間
。

　

ラ
イ
ブ
会
場
は
、
本
格
的

な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
も
参
加
し

て
い
る
が
、
14
会
場
の
ほ
と

ん
ど
は
こ
の
日
の
た
め
に
さ

居酒屋ライブの様子

　

高
安
薪
能
が
10
月
22
日
、

玉
祖
神
社
境
内
（
八
尾
市
神

立
４
４
３
）
で
行
わ
れ
る
の

に
先
駆
け
て
、
ア
リ
オ
八
尾

１
Ｆ
レ
ッ
ド
コ
ー
ト
（
八
尾

市
光
町
２
）
で
９
月
29
日
の

午
後
３
時
と
午
後
５
時
の
２

回
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

た
。
能
楽
ワ
キ
方
高
安
流
14

世
家
元
の
高
安
勝
久
さ
ん
と

能
楽
シ
テ
方
観
世
流
の
山
中

雅
志
さ
ん
が
実
演
を
交
え
八

尾
・
高
安
と
能
楽
の
関
わ
り

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。

　

伊
勢
物
語
に
出
て
く
る
八

尾
の「
高
安
」。
こ
の「
高
安
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
こ
れ
ま
で

３
年
間
に
わ
た
っ
て
心
合
寺

山
古
墳
（
八
尾
市
大
竹
５
）

で
芝
能
を
開
催
。
４
年
目
の

今
年
、
は
じ
め
て「
高
安
」と

冠
し
て
薪
能
を
開
催
す
る
。

　

10
月
22
日
本
番
当
日
は
午

後
６
時
〜
８
時
火
入
れ
式
か

ら
始
め
て
薪
能
を
行
う
。
観

賞
自
由
。
同
日
の
午
後
２
時

〜
４
時
半
、
大
阪
経
済
法
科

大
学
ク
ロ
ノ
ス
３
階
「
ガ
リ

オ
ン
」（
八
尾
市
楽
音
寺
６

−

10
）
に
お
い
て
八
尾
・
高
安

と
能
楽
の
関
わ
り
を
探
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
名
曲
の
数
々

を
生
ん
だ
こ
の
地  

高
安
と

は
」が
開
か
れ
る
。資
料
代
１

０
０
０
円（
薪
能
座
席
付
き
）。

　

ま
た
、
高
安
薪
能
開
催
に

関
連
し
て
10
月
18
日
午
前
６

時
半
〜
７
時
半
、
八
尾
市
倫

理
法
人
会
経
営
者
モ
ー
ニ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
で
山
中
雅
志
さ

ん
が
「
八
尾
発
祥
の
能
楽
高

アリオ八尾１Ｆレッドコートで山中雅志さんと
高安勝久さん（左から）

ま
ざ
ま
な
店
が
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
に
変
身
。
居
酒
屋
、
信
用

組
合
、
パ
ス
タ
店
、
美
術
館
、

カ
フ
ェ
等
の
14
ラ
イ
ブ
ス
テ

ー
ジ
が
見
事
に
調
和
。
そ
こ

か
し
こ
で
活
躍
す
る
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

動
き
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
。

　

出
演
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は

総
計
60
人
超
。
関
西
ジ
ャ
ズ

シ
ー
ン
の
一
流
プ
ロ
か
ら
ア

マ
チ
ュ
ア
に
至
る
ま
で
多
彩

な
顔
ぶ
れ
。
東
雲
マ
リ（
Vo
）、

宮
岡
信
夫（
Tp
）、
里
村
稔

（
Ts
）、
松
原
衣
里（
Vo
）、
村

山
義
夫（
Ｇ
）、廣
田
昌
世（
Ｂ
）、

加
納
新
吾（
Ｐ
）…
…
挙
げ
れ

ば
キ
リ
が
な
い
。

　

実
行
委
員
長
、
志
田
宣

博
さ
ん（
63
）に
話
を
伺
っ
た
。

志
田
さ
ん
は
２
０
０
９
年
ま

で
の
21
年
間
、
河
内
小
阪
駅

近
く
で
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス「
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」

を
経
営
し
て
い
た
。
関
西
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の
親
交

は
深
い
。
20
人
の
実
行
委
員

と
と
も
に
小
阪
商
店
連
合
会
、

稲
田
商
店
街
に
働
き
か
け
、 　

近
鉄
八
尾
駅
近
く
で
毎
週

水
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
９

時
、
詩
吟
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
。

ん（
76
）の
指
導
の
も
と
、
５

人
の
生
徒
が
集
う
。
ま
ず
は

発
声
練
習
。
そ
の
後
練
習
に

入
る
。

　

詩
吟
を
す
る
と
、
大
き
な

声
を
腹
の
底
か
ら
出
す
の
で
、

ス
ト
レ
ス
発
散
で
き
て
健
康

に
い
い
。
喘
息
が
よ
く
な
っ

た
人
も
多
く
入
る
。
ま
た
、

詩
吟
は
歴
史
を
ベ
ー
ス
に
し

た
内
容
な
の
で
、
歴
史
の
苦

手
な
人
も
自
然
と
頭
に
入
る
。

　

た
だ
い
ま
生
徒
を
募
集
し

て
い
る
。
初
心
者
大
歓
迎
。

問
い
合
わ
せ
は
山
内
大
彦
さ

ん
（
☎
０
８
０―

３
０
０
１

―

０
０
１
６
）へ
。

「
オ
マ
ー
ラ
」
開
店

サ
ウ
ン
ド
ラ
ウ
ン
ジ

駅前ライブの様子

ラ
イ
ブ
会
場
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
続
け
た
。
行
政
（
東

大
阪
市
、
大
阪
府
）、
商
工

会
議
所
、
観
光
協
会
、
河
内

小
阪
駅
に
も
懸
命
に
支
援
を

訴
え
、
実
っ
た
。
ラ
イ
ブ
案

内
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
多
数
の
協

賛
広
告
を
募
り
、
行
政
か
ら

の
町
お
こ
し
基
金
の
援
助
も

受
け
て
、
東
大
阪
こ
さ
か
ジ

ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
は
収
支
を

ゼ
ロ
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

来
年
、
第
４
回
の
目
玉
を

伺
う
と
「
大
阪
商
大
ホ
ー
ル

を
借
り
て
、
ホ
ー
ル
ジ
ャ
ズ

で
お
客
さ
ん
を
呼
び
た
い
」

と
語
っ
た
。

東
大
阪
こ
さ
か
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

特 別 寄 稿

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
西
ジ
ャ
ズ
協
会
会
員　

小 

川 

秀 

人

今
年
で

３
回
目

高
安
薪
能
開
催

３年間の準備期間を経て実現

安
流
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

話
す
る
。会
場
は
大
黒
殿（
八

尾
市
本
町
６

−

10

−

１
）。

参
加
費
無
料
。

　

社
団
法
人
関
西
詩
吟
文
化

協
会
総
師
範
の
髙
橋
富
子
さ 髙橋富子さん（真ん中）を囲む生徒たち

詩吟を
習ってみませんか？

　

猫
雑
貨
の
店
「
ラ
・
メ
ゾ

ン
・
デ
ュ
・
シ
ャ
ノ
ワ
ー

ル
」
が
９
月
20
日
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
店

名
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
黒
猫
の

家
。
オ
ー
ナ
ー
の
田
中
佳
夕

さ
ん
は
大
の
黒
猫
好
き
。

　

店
内
は
猫
好
き
に
は
た
ま

ら
な
い
猫
雑
貨
で
い
っ
ぱ
い
。

入
手
困
難
な
珍
し
い
雑
貨
も

あ
る
。
住
所
は
大
阪
市
中
央

区
修
道
町
１―

３―

４
セ
イ

ワ
ビ
ル
１
階
、
電
話
は
０
６

―

６
１
２
５―

５
３
４
５
。すっきりとした店内

ちょっと足をのばして

猫
雑
貨
の
店

猫
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い


